
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
継続議論・・・会社から、「全国交通量調査」2019 年 10 月 19（土）20（日）22（水）の小山〜下館〜友部の上下の乗務率

平均値と最大値が示される 

組）ワンマン運転に必要な設備ならびに安全確保に必要な設備とは何か 

会）ワンマン運転に必要な設備は、車載ホームモニタシステムである。安全確保に必要な設備とは、ホーム検知装置であ
る 

 

 

 

回答：運転士や車掌の業務内容は、就業規則に示されているとおりである 
組）現行ツーマンでの運転士業務と車掌業務において、変わりはあるのか 

会）変わりはない。ワンマン運転時の取り扱いとして作業標準に定めてある通りである。 
組）車掌業務はないのか 
会）車掌が乗務する上での業務内容だ。ドア扱いはドアスイッチ。乗降は、モニターで確認している 
組）車掌は後方の確認をしているが、置き換わる担保は何か 

会）ない。回送列車も後方確認を行っていない。 
  

 

回答：ワンマン運転に必要な設備を整備している 
組）車掌がいないが故に発生する危険な要素はあるか 
会）１両に１つだったＳＯＳボタンを２つに増設することで、乗務員に知らせる機会を増やした 
組）増やした根拠は 
会）何かあった時に、速やかにお客さまが発することができる機会を増やした。 

組）１つから２つに増設する必要があったので付けたのということで良いか 
会）そうだ。ワンマン導入に伴う増設だ 
組）確認する 
会）運行上、列車衝突や脱線があってはならない。そのために、ＴＥ装置やＥＢ装置等を整備してきている。もし、指令

から運転士に無線連絡入れても応答がなかった場合に、最悪の状態を想定し会社として動いて行く。そのためにお客
さまを車内で待たせることは致し方ないと考えている 

組）提案資料にある「お客さまが求める輸送サービスを提供する」とあるが、提供できるとは考えられない 
 

 

 

 

回答：ワンマンに必要な設備を整備している 
組）お客さまの安全対策を具体的に教えていただきたい 
会）脱線・転覆・列車衝突などで死傷事故に直結するようなことは、設備を整えてきた。ホーム検知装置とホームモニタ

装置で維持向上できると考えている。車内有事にはＳＯＳボタン、防犯対策として防犯カメラを設置した。防犯カメ
ラ補助装置とし車内モニタリング装置がある 

組）安全を確保するためのホーム検知装置などが壊れたら、どう安全を確保するのか 
会）状況によるが、カメラやモニターが見えないとなれば、車両交換やツーマンもある。基本は、車両交換で、お客さま

には後続列車に乗ってもらう 
組）水戸線において、車載ホームモニタシステムの検証はしてきたのか 
会）やってない。今後もやらない。東北線で朝昼夜の天候でカメラ調整をしてきた 

申１号 「中編成ワンマン運転の実施について 」に関する解明申し入れ （その１ ）  

 

 


